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論文内容要旨
 1背尉
 象牙質知覚過敏の原因として,象牙質の侵食症,摩耗症,咬耗症が一般に知られているが,原囲が明らかで
 はない症例も少なくない。臨床の現場では,カリエスや歯周病のない歯に生じた原因不明の象牙質知覚過敏に
 対して,スプリント装着を行うことによって症状が改善されるケースがあり,このことから象牙質知覚過敏の
 発症原図の一つとして,クレンチングが蕃昌されるようになった。しかしながら,その獲果関係は不明であり,
 実際にクレンチングが象牙質知覚過敏を惹起するか否かについては未だ証明されていない。
糖鰯
 クレンチングが歯髄痛覚閾値を低下させるか否かについて明らかにするとともに,歯髄血流を指標としてそ
 の発症機序について検索する。
 1実験動物および方法1
 同意の得た健常ボランティアの健全な上顎側切歯を被験歯とし,咬合器上で被験歯のみが咬合するようレジ
 ンキャップを作製した。被験歯に持続的な咬合力を維持させ,このときの歯髄壷流変化を持続的に測定した。
 血流測定は,試作した透過型レーザードプラー血流計を用い,プローブの闘定には被験歯に装着したレジンキ
 ャヅプを胴いた。痛覚閾値はパルプテスターを湘い,また,痛み感覚強度はVAS法を用いて測定した。測定
 条件として,クレンチソグ咬合力,持続時間,繰り返し回数を変化させ歯髄壷流との関連について調べた。
 1結尉
 i.過度の咬合力で行ったクレンチング後の電気刺激に対する痛覚閾値は,クレンチング萌の値よりも有意に
 低下した。
 2.歯髄血流はクレンチングの負荷している問は減少し続け,クレンチング終了と同時に血流減少から一過性
旨
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の露流増加反応に転じ,その後徐々に刺激前の血流値に回復
3.痛覚閾値での弱
 ンチング後には著明な血流増加反応がみられた。
4.痛覚閾値での弱
 意、に増大した。
 1結論1
クレンチングはヒ
 って生、じる歯髄血流反応が関与することが示唆された。
審査結果要旨
象牙質知覚過敏の
はない症例も少な
対して,スプリン
発症原騰の一つと
 実際にクレンチングが象牙質知覚過敏
本硯究はクレンチ
 としてその発症機序について検索したものである。
実験方法として,
みが咬合するよう
流変化を持続的に
固定には被験歯に
強度はVAS法を璽
 化させ歯髄血流との関連について詳細に調べている。
その結果,以下に
覚閾値は,クレン
続け,クレンチン
回復した。③痛覚
たが,クレンチン
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以上から,クレン
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質欠損のない象牙
 ころ多大である。よって,本砺究は,博士
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